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Thepurpose of this exarrlinationwasto dbservethe performance ofthe canSmade of  

No．50electrolytic tinplate for／／Mandarin′／orangescomparing withthat of the cans made  

Of hot dipped tinplatein current use，  

Kinds of test canare Shownin TableI．Two types of tin plate were usedin the  

fabrication pfthe test can．One of the typeswasJapanese cdld－rOlled，hoトdippedtin plate  

With actualaverage tincoating weight ofl．41bs．／B．B．and average phosphorus content of  

O．008％，the other was Americah electrolytictinplatewithactualaveragetincoatingweight  

OfO．51b．／B．B．and average phosphorus contentofO．006％．Theinternalenamelusedonthe  

test canswas of oleoresinous baking type．The test cans were fiu．ed with segments of  

OrangeS On COmmerCialcamingline and close supervision was exercised to rninimi2：e Vari－  

ationsinthe quality of oranges，SuCh asfimng contents，aCidity，Brix，head space，SeaⅡng  

VaCuum，PrOceSSlngand cooling．   

Twenty－fourcansofthetestpadくSpereadlkind（Ortr甲tment）werestoredinaroom  

having average temperature of about 350C．Vacuurns of the experimentalcans were  

measuredbyTT，eanSOf′′FIRA′’ImprovedVacuumGauge6）atarbitrary，period．The rates  

Of average vacuumloss or change are showninTableIand Fig．1．  

Onthe basis of the results，the following suggestions may be glVen；  

1．No．50electrolytic tinplate cans，including both．tbe simple plain cans and the or）eS   

COmPOSedof en左meledends and plain body，are nOt Satisfactory for′′MANDARIN”  

OrangeS because of quickloss of vacuum due to corrosion．  
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2・FL山yinsideenarnelcoa如呟WaSeffective ontheimprovementinkeepingvacuumofcans，  

butnotenoughtomake the electrotinplate cans approach tothe cans rnade of hot  

■l■   Olpped tinかateinperformanCe．In th3 CaSe Of the fu11yinside enameled electrotin  

Plate cans，failures up to33％had occurred due to corrosion at the end of345days of  

StOrage ataVerage temperature Of350C．  

3．Theso－Calledcomposite cans（enユmeled electrotin plate ends on plain hot－dipped tin   

Plate 

COnClusionconfirmstheresultsdbねinedbyLuethandBrighton（1944）④andDavis（19  

54）㊤．  
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緒  言  

錫の清費節約を目的とした電気メッキブリキ板の商業的生産と、其確詰用空幡の偉材としての実  

用化と紅於ける米国での成功は、在来の溶融メッキブリキの代りに電気メッキブリキ鱒を嘆用しよ  

うとする傾向が、経済的な理由を根拠濫、・世界的な確詰業界の傾向に迄発展するようになろた。我  

国でも1955年より電気メッキブリキ板の商業的生産が行われる様になり、躍詰用空躍濱材として急  

に重要性を帯びる様になった。   

米国にて電気メッキブリキ板を結語用空確匿利用するに当って最初に当面した問題ほ、半田付、  

エナルの固着性及び耐蝕性の問題であったと云う。錫のメッキ量の低減ほ当然ブリキ板の耐蝕性  

を低下きせた．。従って在来のブリキ板の様にどの内容物紅対してでも其徳俵用出来ると云う訳隼  

は行かなかったのである。そこで1942年以来米国に磨ける各製積金社が電気メッキブリキ板がどの  

軽度に纏語の踵匿使用して耐久性を有しているかについて広汎な試験が行われたとの事であるが  

Americ弧CanCo．で行われた試験結果ほLheckandBrighton（1944）④によって報告されてい  

る。両氏ほ其中で結論として「LimabeanS，Peas，Corn，Meats及び若干のMⅡinefoodsの様な  

比較的腐蝕性の少ない食品に対してほ暗桐及び衰魔の双方にエナメルを施した0．5封慶電気メッキ  

ブリキ板が満足であることが証せられたが、中庸の腐蝕性の果実並iこ読藻類でほ電気メッキブリキ  

板ほ充分期待に汚い得なかった。確内の全面紅塗料を施した電気メッキブリキ板製空責麓に以上の  

様な内容物を詰めたものに放てほ、エナメル皮膜の裂目に烈し局部腐蝕及び点勤が起きた。併し  

Compositecan（エナメルを施さない熔融メッキブリキ板盤確洞に、エナメ｝L，を施した電気メッキ  

ブリキ板袈蓋底を組合せた揺）の耐久性は、中庸の腐蝕性の食品に使用して、1．25封度の熔融メッ  

キブリキ枚製空縫の耐久性に近い。エナメルを施すことをしないでほ、0．50及び0．75封慶の錫のメ  

ッキ量の電気メッキブリキ板は現在の発展段階でほ、含水量の高い大部男、の食品に対してほ不満足  
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なものである」と述べている。其後オースl・ラリアのDads（1954）⑧は米国及び英国製の電気メ  

ッキブリキ板及び熔融メッキブリキ板を資料とし、米国、英国及びオースl、ラリア製塗料を使用し  

て、オーストラリア産Peaches，Pears，Tornatoiuice及びSweetcornを内容物とした試験  

を作り、真空度の消失、水素膨脹膝の顎生及び鉄と錫との含有量について坤較廟察を行った結果、  

桃及び梨は1．5封度熔融メッキブリキ板製の耀胴と、塗料を施した0・狛封度電気メッキブリキ板  

製葦底とからなる所謂Compositecanに語めて成功し、トマトジクスでほ1．25封慶の熔融メッキ  

ブリキ板製の確洞に、塗料を二施した0．50封慶電気メッキブリキ板製慧底を組合せた繕が満足な結  

果を与へ、Sweetcorn用としてほ、其金両に塗料を施した0．50封度電気メッキブリキ：絞から製  

作した空確の使用班来ることを述べている。   

我国産確話中最も生産額が多い、其上席蝕の問題から懸念のある躍詰蜜柑に、どの程度に電気メ  

ッキブリキ板が利用され得るか、即ち全体的に、或ほ米国の所謂Compositecanの痩に雲底だけ  

に限って使用出来るものかについて、知見を得るため、この研究を実施し七。  

試験随詩の調製   

A 裂  條   

a）空確の製作に使用のブリキ棟ほ以下の通りである。  

i）熔融メッキブリキ板（Hotdipped．tinplate）  

東洋鋼板株式会社製で、平均鍍錫畳ほ1．4Lbs．ノB．B．地金鋼板ほ冷間圧延されたものであっ  

て、平均含燐畳ほ0．008％  

ii）電気メッキブリキ板（Electrolyticthplate）  

U．S．Steel製でNo．50，90封度板、平均鍍錫畳ほ0．5Lb．／B．B．地金鋼板の平均含隣量ほ  

0．006％   

b）使用塗料  

東確No．2043、塗嘆量は、60m節ノ100sq・Cm．   

C）空  鰐瀧  

碓 型：5号確（77mmx82mm）  

製 缶藩：東洋製橿株式会社清水工場。  

経の種類は第一麦の通りである。  

TableI．K‡nds of test cans  

抽～  Ends   Bodies   Codel  Ends   Bodies   

A  H．L．   
！  H．L．   

E  

E．L．   E．L．   

B  H．L．   H．  F  E．L．   E．   

C   
H・   H．   G  E．   E．   

D  E．L．  ‡I．   H  H．L．   HLf．   

l  
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Note；tl＝hot dipped，plain  

E＝electrolytic，plain  

H．L．＝hot dipped．enameled  

E．L．＝electrolytic，ena血eled  

H．Lf．＝hoヒdipped，On body flangeswith awidthof17m．m．enameled  

B 療養詰の製造  

a）招請工場：清水水産株式会社 静岡工場   

b）製造の日：1954年12月18日  

・C）製造法概要  

同一地域直の蜜柑を原料とし、酸一丁ルカリ法によって鄭重を劉皮したM級品を詰めた。  

果肉の糖度ほ10％（但し寧and－refractornererの読み）果肉のpHは3．5（但し東洋濾紙株  

式会社製pH試験紙Brom cresり1green による）確諸になったもののpHほBeckman  

G－type pH－meterにて測定して平均値3．26であった。  

肉詰畳ほ235gms．  

注入液ほ40．1％糖液81gms，   

d）巻締機械：東京堂123型兵空巻締機   

e）殺  菌：渡辺式廻転式殺菌機を使用し、14min／82qC  

C 試験躍詰の貯蔵   

試験篠詩を2組檻等分し、1組は重患に、′他の1組は温堂（平均350C） に貯蔵した。  

鼻空変測定浜、並に測定結果  

LueckandBrighton（動乱膵の耐久性の判定に、試験結語を1000F及び700Fに貯蔵し、定期的  

に”Flip’′VacuumTesterを鱒用して、検品を破壊することなしに、Flipvacuumを測定して、  

其低下の平均値を利用し、文一定期内に敬ける倹晶1000召讃当の水素膨脹数を記録しているが、  

Davis3は、検品を1000Fに15～16ケ月貯蔵漢にやはりFlipvacuumtestを利用しているが、同時  

にSpherometerte3tをも併用している。文水素膨脹曜の瑠生数をも記凍している。   

余等は検品を室温並に平均350Cの温室に貯蔵して置き、任意の期間経過後に′／FIRA′′Improved  

VacuumGauge（∂で兵重度の測定をし、温度200Giこ於ける真空度濫換算した。Flip vacuum  

の測定とは相違して検品の破壊を伴うから、毎回の検罷数ほ各躍の種類別に3曜を無作為に採っ  

た。   

玄i・こ報告するのは高温慶貯蔵の検品について得た結束であるが、温宝円に貯蔵の検品数ほ各種類  

毎に24駐であった。  
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Table打■Loss（Ordange）ofcanvacuumduringstorageataveragetemp．ofabt．35OC．  

Codeof  Vacuuminichesat20DC．  
Storageperiodindaysatabout35る百「‾‾  Failuresat  

the test 光 tbeendof  

pack  T 354days．  

ll．4 】 1。．9  

10．8   ：：二：－：二： A  B  j 11．3   
47 1  」乳←」」空▼⊥，些亡二二⊂ニコ率－   

10．9   10．0  8．4  5．7  0．0   

C  11．6                        D  11．1  10．8   】0．5  7．9  8．1  0．0   

E   10．9  9．9   9・4  8．3  33％   

F   10．3 6．4   5・2  0・4  100％  

10．7   7．8  100％  

11．1 10．0  ；：≡l 

；二：l6こ9  
0．0   

L．S．D． （p＝0．05）   1・1j  1.4 1 2・1  1・9－   l・6l   

溝 Note：tbedataonthiscolumnrepresentaveragecanvacuumoffourtestcans，  

the otbers show averagecanvacuum ofthree testcans．  

Lig・Ⅰ・Lossesofcanvacuumduringstorageinawarmroom．  
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試験結果濫ついての考察  

三の試験濫使用した電気メッキブリキ板ほ米国製で、矯離メッキブリキ板は東洋銅鉱株式会社製  

であって、出所が相違し、Steelbaseが同一のものでほない。所が掟詰の内面腐蝕には、Steelbase  

の組成や組織が影響するものである①①①ととが良く知られていることであるし、また錫のメッキ  

量が著しく影響するものであることも容易に考えられる所であるので、この革験結果に唯単に電気  

メッキと熔融メッキとの鍍金方法の差違だけを．鉄て判断さるべきものでないことを予め断っておく  

次第である。   

條内両にEnamelを施した場合に、腐蝕の問題に対して、特に有害に作用する元素として問題  

視さ．れセいる燐の含有量について定量分析を行った所、米国製ブリキ板の地金鋼板の平均含有量は   

0．006％、日本製のものの平均含憐畳ほ0．008％で、米国の制限規格0．015％（ma革・）に比して両者  

共可なり低い結果を与えた。   

第二表所載の試験結果からして凡そ次の様な事が云える。  

a・温室貯鱒38日（製造後47日）目の第丁回の測定結果に敬ては、経の種類償よる兵空変の間にな   

お有意差が硯はていない。   

b．併し温室貯蔵83日（製造後92日）日▼の第二回の測定結果に‾於てほ、既に電気メッキブリキ板製   

試験権（F＆G）と熔醸メッキブリキ板製試験確〔A．B．C．＆D（但し書底ほェナメ｝t／を施した   

電気メッキブリキ板製）〕との問に放て、平均真空度に高度の有意差を示し、No．抑電気メッキブ  

リキ板の耐蝕性の劣弱性を暴露している。併し碓の内面全体にエナメルを施した“E”試験確で   

ほ塗装効果が強く作用して真空保持に優琴な結果を示している。  

c．第三回目の測定結果に僚てもA．B．C．D．E及びH間に放てほ、其平均兵些慶に有意差がない   

が、F及Gほ以上6種類のものに比辞して愈々其差を犬にしている。  

d．第四回目の温室貯蔵略5ケ月後の測定結果に於ては、No・50電気メッキブリキ板の耐駄性の欠   

如ほ決定的な状態に放て現われて来ている。  

e．第五回（温室貯蔵345日）目の測定量匿、権門両全体にエナメルを施した電気メッキブリキ板  

製試験礪“E”でほ、第四回目の測定宅は満足な結果を示していたにも拘らず、残存試験倍数の   

約33％相当の水素膨脹確を出し、金円両にエナメルを施しても、錫のメッキ畳の少ないNo・町電   

気メッキブリキ掛ま熔融メッキアリキ板に及ばないのでほないかと云う結果を与えている。F及   

びGでほこの時既に水素膨脹躇が100％紅蓮していた。併しNd．50電気メッキブリキ板も其内面   

紅エナメルを施した悪魔に製作して、熔融メッキブリキ板製確胴に組合せることによって、蜜柑   

膝詩用空魔の製作に採用することの可能性を示している。．この事ほLueck＆Brighton④の結   

果やDavis⑧の結果と賂符号するものと思える。   

今回の試験結果に敬てほ、叉蜜柑癒諸の兵重度の保持の上に於て、内面塗料の施用の効果が兎   

められ、内面塗料を施したため監却って水素膨眼踵の発生を加速すると云う様な従束の或種の果   

実確諸に於て経験せられた嘩な現象が認められなかったo  

r 6 －   



摘  要  

我国で最大の生産額のある蜜柑確器用空隙に錫のメッキ量の少ないNo．50電気メッキブリキ板を  

採用しようとする努力の一つとして、在来の熔融メッキブリキ板にて製作の空繕の耐蝕性を目安と  

して、確の内面に塗料を施したもの、鳶底だけに施したもの、塗料を一勺面紅花した電気メッキブリ  

キ板製葦底と、内面白の熔融メッキブリキ板製膝胴とを組合せた所謂Composite can，内面に塗料  

を全然濁さない空確等を使用して蜜柑腰語を可能な最大限慶に於て、原料蜜柑、酸の強度、糖度、  

上部空隙量、及び真空度等が均等に出来上る様に、手段を尽して製造し、賂平均温度350Cの温室  

内に一ケ年近い期間貯蔵し置き、其閲兵空魔の低下速度を測定して凡そ次の如き結果が得られた。   

錫のメッキ畳の少ないNo．∽電気メッキブリキ板ほ自のまま、≡若くは蓋底に塗料を施しただけ  

でほ、結語の真空度の保繚性から見て蜜柑値話用空捕匿は適当でない。確の全面に塗料を：施した場  

合でも、真空度の保統性の向上ほ認められたが、なお熔融メッキブリキ板にほ及ばなかった。   

内面に塗料を施したNo．50電気メッキブリキ板製棄底を白の熔融メッキブリキ板製隆胴に組合  

せた所謂Composite canに放てほ、在来の蜜柑腫詰用空確匿比肩の出来る耐久性を期待すること  

が可能であるらし結果が得られた。この点はLueck＆Bfighton及びDavisの結果と符号するも  

のと云える。   

縫内面に塗料を筏したために却って白縫よりも水素膨脹躍の発生を早めると云う様な、従来或種  

の果実に放て見られた様な現象は認められず、真空度保持の上に内面塗装が有効であるとの結果が  

得られた。Steelbaseは含燐量の極めて低い静間圧延ブリキ板であることによるかも知れない。   

試験擢詰の製造に御便宜と御協力とを由った清水水産株式会社虹深く感謝いたします。叉同様試  

験結語の製造に御尽力下さった棄渾製躍株式会社清水工場の雫石透氏並に弊校小田久三氏に感謝し  

ます。  
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